
会社概要

沿革

昭和48年11月

称号

所在地

1４０名

3,000万円

（中島事業所） 兵庫県姫路市飾磨区中島2172-1

昭和27年8月1日/昭和47年8月1日

（鳥取事業所） 鳥取県鳥取市古海527-1

創業/設立

資本金

従業員数

事業内容

昭和27年8月

令和2年1月 中島事業所にてASR再資源化施設の認定取得（環境省・経済産業省）

中島事業所にて産業廃棄物処分業許可更新取得（PPP・PSP・FSP)

旧 株式会社玉岡マテリアルの事業を譲受（現 中島事業所・鳥取事業所）

本社工場にてASR再資源化施設の認定取得（環境省・経済産業省）

本社新社屋竣工

リンデマン製1,250㌧ギロチンシャーを新設

フジニューエル製1,500馬力シュレッダープラントを新設

令和元年9月

平成28年7月

使用済小型家電機器等の再資源化事業認定取得

リンデマン製1,500馬力シュレッダープラント新設（リプレース）

自動車リサイクル業（破砕業）許可取得

ISO１４００１認証取得

一般廃棄物中間処理業許可取得

平成27年11月

平成16年7月

平成18年10月

平成27年8月

産業廃棄物中間処理業許可取得

平成12年4月

平成15年6月

昭和55年5月

昭和56年11月

平成3年2月

平成4年2月

平成6年9月

昭和49年2月

昭和47年8月

昭和50年4月

マキウラ鋼業株式会社

（本社） 兵庫県姫路市飾磨区英賀東浜甲1960番地5

廃自動車リサイクル

プラスチックマテリアルリサイクル

薪浦茂樹が「薪浦商店」を創業

金属スクラップ・廃棄物リサイクル

廃自動販売機リサイクル

小型家電リサイクル

薪浦亨が代表取締役に就任

資本金3,000万円に増額。本社を広畑工場に移転。

富士車輌製500㌧ギロチンシャーを新設

現住所に事務所および工場を設立。広畑工場として開設

マキウラ鋼業株式会社へ法人改組

Prastic Separation Plant Fine Separation Plant
プラスチック・セパレーション・プラント ファイン・セパレーション・プラント

廃プラスチックを洗浄・粉砕し細選別する事により、プラスチック
マテリアルリサイクル事業を実施しています。マテリアルリサイクル
を行う事で、既存のサーマルリサイクル施設への納入量を抑制し、
樹脂が焼却される際に発生するCO2の削減に貢献しています。

都市鉱山とされる小型家電を始めとし、ASRを含むシュレッダーダスト
等より金・銀・銅宰を中心とした金属リサイクルに加え、ガラス系産物を
回収。ガラス系産物はセメント原料として再生されます。

様々な破砕・選別プラントを駆使し、鉄・アルミ・銅などの金属、プラスチックやガラスなどあらゆる素材を精細
に選別する事で価値ある資源として有効利用し、自動車リサイクルや小型家電リサイクルに留まらずあらゆる
産業廃棄物関連事業に注力し、量・質の双方を追求しています。

Shredder Plant Prastic Preparation Plant

ASR(廃自動車破砕残さ)その他シュレッダーダストよりプラスチックを
回収する施設。
本施設により金属やプラスチックだけではなく、サーマルリサイクルに
適した素材やセメント原燃料となる各素材へ選別を行います。

最新鋭の設備、長年の経験と技術で更なるリサイクルに挑戦し続け
「ダイナミック且つ繊細な事業展開」を行っています

シュレッダー・プラント プラスチック・プレパレーション・プラント

廃自動車の年間処理実績20万台の本社破砕選別施設。
中島事業所においても破砕選別事業を展開し、安定処理且つ災害時
などにおける廃材大量発生の事態にも備えています。


